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研究代表者の専門分野： 医用画像処理，画像認識 

科研費の分科・細目： 応用医工学・生体材料学，医用生体工学 

キーワード：コンピュータ支援診断，経時差分画像，PET, FDG 

 
１．研究計画の概要 

（１）背景：様々なトレーサが開発されてお
り，臨床に利用されている．PET 装置では，
それらから放出される放射線を画像化する
が，その読影には多くの経験が必要である．
そのため，薬剤の代謝を定量的に評価できる
アトラスは読影の補助として活用できる．本
研究では，アトラスを構築し，その利用方法
を開発することを目的とする． 

 

（２）アトラス構築方法：正常な分布をもつ
画像を収集し，非線形位置合わせ処理を用い
て１つの体型に画像を合成する．この処理に
よって，代謝量の区間推定を行う．男女別に
アトラスを構築し，患者の画像を同種の処理
によって合わせ，患者の代謝量についての偏
差を算出し画像化する． 

 

（３）アトラスの利用方法：体の変形によっ
て，同一人体の経時的な変化を画像化できる．
これは，抗がん剤治療や治療効果判定の際に
特に有用であると考えられる． 

 

（４）FDG 以外の薬剤への適用：MIBG 画
像，テクネシウム／ヨードを利用した画像へ
の適用を考案する． 

 

２．研究の進捗状況 

（１）アトラス構築方法について： 

非線形画像変形処理を実装した人体変形画
像処理アルゴリズムを構築した．これを
FDG-PET 画像に適用して，実験を行った． 

 

（２）アトラスの構築について： 

男性１４３例，女性１００例の FDG-PET 画

像の正常例を用いて，アトラスを構築した．
これにより，糖代謝の空間的な分布について
の信頼区間を推定することを可能とした． 

 

（３）アトラスの利用について 

異常集積をもつ症例（６３症例）の収集を行
い，異常領域が高い偏差を示すことを明らか
にした．また，淡い集積をもつ場合であって
も，偏差は有意に高い値となる場合が多いこ
とを確認した．また，経時変化が確認できる
８症例の収集を行い，臓器の集積値の変化に
ついて調査を行った． 

 

（４）他の薬剤への適用 

全身 MIBG 像，心筋 MIBG 画像におけるア
トラスを利用した定量解析方法の基礎検討
を行った．全身 MIBG 像においては，小児に
おけるニューロブラストーマの定量解析方
法について，４２症例を用いて研究を行った．
心筋 MIBG 画像については，縦隔と心筋の取
り込み比を定量計測するために，胸部単純 X

線画像の位置を利用した計測手法について
研究を行った． 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している 
（理由）FDG-PET 関連のアトラスはほぼ
構築できたといえる．また，その利用方法
に関しては，有用性を発表した国際学会
（European Congress of Radiology：欧州
放射線学会議）において Certificated of 
Merit 賞を受賞し，内容が認められたとい
える．しかし，モデルの精度については，
経時変化を含める対応がデータ不足のため
まだ実施されていない．したがって，現状
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では患者間変動には対応するが，患者内変
動は考慮されず，今後は患者内変動を考慮
したモデルを構築する必要がある． 
 

４．今後の研究の推進方策 
（１）FDG-PET 画像について：読影実験を含
めた精度評価を行う予定である．また，経時
変化を可視化するためのアルゴリズムに関
する研究，および，経時変化の定量化に関す
る研究を行う． 
 
（２）患者内変動の推定：抗がん剤治療およ
び人間ドックにおける多数回検査を受診し
た画像データを用いて，変動の幅の推定を行
い，患者内変動に対応したモデルを構築する． 
 
（３）全身 MIBG 像について：ダイナミック
スタディを利用した異常部位の検出方法に
関する研究と合わせて，経時変化についても
研究を行う． 
 
（４）心筋 MIBG 画像について：画像データ
の更なる収集を行う．そして，手動計測と自
動計測との間の差異を検証し，定量化ソフト
ウェアの有用性を証明する． 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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